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3 月
定例会

おもな審議事項

令和元年度補正予算、令和 2 年度
予算その他の議案を可決承認

●条例改正を議決
・条例改正 9 件　　道志村国民健康保険条例の一部を改正する条例、他 8 件

●指定管理者の指定を議決
・道志森のコテージの指定管理者を決定（期間 3 年）

●令和 2 年度特別会計予算 7 会計を議決

　３月定例会は 3 月 5 日から 13 日まで開催され、条例制定（1 件）、条例改正（9 件）、指定管理者の指定（1

件）、元年度一般会計補正予算、特別会計補正予算（計 7 件）、2 年度一般会計予算、特別会計予算（計 8

件）、合計 26 案件を審議し、原案通り可決承認しました。

　一般質問は 2 人が行い、2 日目には指定管理者の案件と補正予算の可決、最終日にはその他の案件

を審議し可決しました。

●令和元年度一般会計補正予算 6085 万円を減額し、総額 21 億 2295 万円で議決
・村 税　　　　　　　　　       　　　　　　
・国 庫 支 出 金
・県 支 出 金

（村民税、固定資産税、村たばこ税、他）   1 3 4 万円
（国庫負担金、災害復旧費国庫負担金、他）   △ 2 , 2 6 2 万円
（県負担金、県補助金、委託金、他）   1 , 6 9 2 万円

お も な 財 源
（ 補 正 分 ）

・総 務 費
・民 生 費
・衛 生 費

（総務管理費、徴税費、他）   △ 1 , 8 9 3 万円
（社会福祉費、児童福祉費、他）   △ 1 , 7 1 1 万円
（保健衛生費、老人保健事業費、他）  4 9 2 万円

おもな使いみち
（ 補 正 分 ）

●令和 2 年度一般会計予算、総額 21 億 700 万円で議決
・村 税　　　　　　　　　       　　　　　　
・地 方 交 付 税
・寄　　付　　金

（村民税、固定資産税、入湯税、他）   1 億 9 , 9 2 0 万円
   10 億 6 , 0 0 3 万円

（一般寄付金、どうし森づくり基金寄付金）   1 億 7 , 0 5 8 万円

お も な 財 源

・総 務 費
・民 生 費
・農林水産業費
・土 木 費

（総務管理費、戸籍住民基本台帳費、他）   4 億 7 , 7 7 4 万円
（社会福祉費、老人福祉費、他）   3 億 1 , 2 0 5 万円
（農業費、林業費、水産業費）  1 億 4 , 2 5 3 万円
（土木管理費、住宅費、他） 2 億 3 , 4 1 7 万円

おもな使いみち
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令和 2 年度   一般会計予算

21億700万円を可決

総　務　課　

●公 有 財 産 管 理 事 業 　　1,416 万円 ●庁 舎 維 持 管 理 事 業 7,560 万円
●広域常備消防事務委託事業 10,208 万円 ●村制施行 130 周年記念事業   2,355 万円
●防災行政無線管理事業  4,102 万円 ●消 防 団 活 動 事 業 1,003 万円
●災 害 対 策 事 業  1,154 万円 ●公 用 車 維 持 管 理 事 業 756 万円

ふ る さ と
振　興　課　 

●横浜市道志情報館事業 1,690 万円 ●オリ、パラ競技大会推進事業 2,047 万円
●移 住・ 定 住 促 進 事 業  439 万円 ●創 業 支 援 事 業  100 万円
●公 共 交 通 対 策 費  1,500 万円 ●サテライトオフィス誘致事業 461 万円

住民健康課　 
●社会福祉協議会改修事業 　　4,442 万円 ●重度心身障害者医療費助成事業  650 万円
●障害者自立支援介護給付事業 2,256 万円 ●予 防 接 種 事 業   448 万円 
●すこやか子育て医療費助成事業  511 万円 ●結 婚 相 談 事 業   107 万円

産業振興課
●環 境 保 全 事 業 　　5,005 万円 ●観光施設等維持管理事業 1,430 万円
●農村地域防災減災事業  1,520 万円 ●農 業 委 員 会 費  214 万円
●橋梁長寿命化修繕事業 6,304 万円 ●森 林 環 境 譲 与 税  939 万円

教育委員会
●村 単 教 員 設 置 事 業 　　1,318 万円 ●ＪＥＴプログラム推進事業   448 万円
●学校スクールバス委託事業 3,339 万円 ●学 校 給 食 事 業  2,221 万円
●高等学校就学助成事業 528 万円 ●入 学 祝 金 支 給 事 業    84 万円

令和 2 年度  一般会計予算の主な事業は

令和 2 年度  特別会計予算は
会 　計　 名 令和 2 年度予算 令和元年度予算 前年度比

国 民 健 康 保 険 3 億  599 万円 2 億 6,882 万円 13.8％

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1 億  934 万円 1 億 993 万円 △ 0.5％

簡 易 水 道 事 業 　  9,087 万円 8,372 万円 8.5％

介 護 保 険 2 億  517 万円 2 億 467 万円 0.5％

介護保険サービス事業 44 万円 　　  　 52 万円 △ 15.7％

浄 化 槽 事 業 1 億 1,894 万円 1 億 1,336 万円 4.9％

後 期 高 齢 者 医 療 5,200 万円 　   　4,993 万円 4.1％

合　　　計 8 億 8,275 万円 8 億 3,035 万円 6.3％

社会福祉協議会活動強化拠点整備
（旧県民信組跡）改修費等総額

4,442 万円など
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令和 2 年度   一般会計予算

21 億 700 万円の内訳 前年度比
プラス

12.2％

歳出

総務費

民生費

衛生費商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

農林
水産業費

歳入

その他

寄付金

繰入金

村税

村債

地方交付税国庫、県支出金

4,039 万円（1.9％）

皆さんに納めていただくお金
1 億 9,920 万円（9.5％）

4 億 7,774 万円（22.7％）

3 億 1,205 万円
（14.8％）

1 億 1,597 万円
（5.5％）

1 億 4,252 万円（6.8％）4,718 万円（2.2％）

2 億 3,416 万円（11.1%）

1 億 3,119 万円
（6.2%）

1 億 7,216 万円
（8.2％）

4 億 115 万円
（19.0％）

その他の内訳　　　　　
・繰越金　　　　　　    6,500 万円
・使用料及び手数料　    4,727 万円
・諸収入　　　　　　    1,053 万円
・分担金及び負担金　　 417 万円
・その他の交付金、他     5,861 万円

合計　　1 億 8,558 万円（8.8％）

横浜市から交付される
お金と道志村応援寄付金
1 億 7,058 万円  （8.1％）

財政調整基金繰入金など
1 億 4,849 万円（7.2％）

国・県から交付され
使える補助金
1 億 4,526 万円（6.8％）

3,254 万円（1.5%）

村で使えるお金
10 億 6,003 万円（50.3％）

議会費その他

※　数値は万円単位に調整してあります。

村の借金
1 億 9,432 万円（9.3％）
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新型コロナウイルスに対する対策は？Ｑ

Ａ 村長を本部長とし。関係機関の指示を仰ぎながら小中学校の休校措置や道
の駅どうし、道志の湯など公共施設の一時閉鎖などの措置を講じている。国・
県及び本村の危機管理に関わる重要な課題であるという共通理解の下、緊
張感をもって対応していくと同時に、臨機応変に決断、対処していく。

● 3 月 9 日ＰＭ 4：00 役場内に対策本部を設置

議案等の質疑ＡQ＆

若者定住応援補助金はＱ

Ａ

●定住、永住を前提として村内に住民登録をし、かつ、継続して居住する
こと、ほか。

メニュー 補助率 条件

住宅新築補助 事業費の１／２
※中古住宅購入の場合は、固定資
産評価額を上限とする

事業費 50 万以上
補助金上限 200 万円
※予算の範囲内とする

住宅改築・増築補助

土地、中古住宅購入補助
上記を行うために借り入れた資金
の利子補給

借入利率の１／２
融資 500 万以上
償還期間 10 年以上
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議案等の質疑

道志村 LED 街路灯整備計画の進捗状況はＱ

Ａ 村道は昨年 9 月に工事終了していま
す。10 月から本年 2 月迄の 5 ヶ月間
で一昨年比 160 万円の削減が出来て
います。

● LED に交換した時の削減費用額は年間約 350 万を見込める

ＬＥＤに交換された外灯

本村の特別養護老人ホームの利用状況はＱ

Ａ 現在、特別養護老人ホーム青根苑に
18 名、他施設に 7 名入居しており、
特に青根苑においては、雇用の場に
もなっており、本村においても重要
な施設である。

●村民 25 人が利用

青根苑

ＡQ＆

医療用ヘリポート整備事業の進捗状況はＱ

Ａ 設計書が出来上がったので、善之木
地区水の元の予定地に３月中には
着工し完成はオリンピック前を予
定にしている。

●今年度中には着工する

ヘリポート予定地
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議案等の質疑

㈱どうしの来年度に向けた具体的目標はＱ

Ａ 売り場を 3 分割し日用品の販売、オリ
ンピックとオートバイの人を対象とした
商品を検討、季節のイベント回数を増
やす、冬季のイベント出店、夏季のキャ
ンプ場への営業等を実施して売り上げ
UP を目指す。

●道志の湯も含めた問題点の改善と売り上げ向上施策を計画している

道の駅どうし

山梨県民信用組合道志支店の跡地の活用はＱ

Ａ 社協は地域福祉の推進を図ることを
目的としています。単独事務所を持
つことで、多世代が集い多くの村民
が利用しやすく、安心して暮らせる
村づくりを目指すことが出来ます。
これまで行ってきた福祉サービスの
充実と新規事業の開拓を検討し、身
近な社会福祉問題の解決に向けて地
域の方々や関係機関と共に考え、実
行していく。

●道志村社会福祉協議会が移転

旧山梨県民信用組合建物

ＡQ＆

移住定住事業の年間目標値の達成状況はＱ

Ａ 28 年から事業を実施し、4 年がた
ち近年は徐々に移住者の数も増え、
セミナー参加やイベント等を行い、
過去 2 年は年間目標の 8 名を達成
できている。

●本年度の実績は下表による

平成 28 年 3 世帯 5 人
平成 29 年 4 世帯 6 人
平成 30 年 5 世帯 11 人
令和 1 年 9 世帯 19 人
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杉
本

　
道
志
・
都
留
防
災
ト

ン
ネ
ル
の
進
捗
と
今
後

の
見
通
し
は

　

本
事
業
は
山
梨
県
の
事
業

で
、
令
和
元
年
に
調
査
費
が

計
上
さ
れ
、
現
地
調
査
、
路

線
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
地
形
、
地
質
等
詳

細
な
調
査
が
行
わ
れ
る
と
考

え
る
。
山
梨
県
と
の
連
絡
を

密
に
し
て
い
く
。

　
過
疎
化
の
波
が
進
み

商
店
等
の
休
業
閉
店
が

発
生
し
生
活
用
品
の
買

物
難
民
が
生
じ
て
い
る

が
こ
の
対
策
は

Ａ
道
の
駅
ど
う
し
を
活
用
さ

せ
対
応
策
を
考
え
る

　

道
志
村
総
合
計
画
に
基

づ
き
、「
道
の
駅
ど
う
し
」

を
活
用
し
た
買
い
物
環
境

の
整
備
を
す
る
。
取
扱
商
品

の
検
討
を
行
い
、
営
業
時
間

に
つ
い
て
も
道
の
駅
ど
う

し
と
協
議
中
で
あ
る
。
ガ
ソ

リ
ン
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
自
転
車
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
に
向
け

た
準
備
体
制
と
、
レ

ガ
シ
ー
は

Ａ
テ
ス
ト
レ
ー
ス
の
結

果
を
踏
ま
え
準
備
し
て

い
る

　

前
年
実
施
さ
れ
た
テ

ス
ト
レ
ー
ス
に
お
け
る

課
題
を
組
織
委
員
会

と
共
有
し
な
が
ら
準
備

し
て
い
る
。
コ
ー
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
の
人
員
確
保

の
た
め
昨
年
参
加
し
た

ボ
ー
ド
を
道
の
駅
ど
う
し
及

び
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
設
置
し
、
レ
ガ
シ
ー
ロ
ー

ド
と
し
て
周
知
し
て
い
く
。

　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け

入
れ
体
制
づ
く
り
や
モ
デ

ル
ル
ー
ト
の
設
定
に
取
り

組
む
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
発
生
が
報

告
さ
れ
て
以
来
、
感
染

者
の
増
加
が
続
い
て
い

る
が
道
志
村
に
感
染
者

が
出
た
と
き
の
対
応
は

Ａ
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
対
応

　

村
に
感
染
者
が
出
た
時
の

村
の
対
応
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
準
用
し
、
山
梨
県
・
富

士
東
部
保
健
所
の
指
導
に
よ

り
対
応
す
る
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
意
向
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
現
在
、
装

飾
に
よ
る
村
内
の
機
運
醸
成

を
図
り
沿
道
の
景
観
整
備
を

進
め
て
い
る
。

　

レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
エ
ン
ブ

レ
ム
入
り
の
ウ
ェ
ル
カ
ム

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

住
民
健
康
課
長

道の駅に設置されている横断幕

道志・都留防災トンネルの現状は
令和元年度県の予算に調査費が計上された

Ｑ
Ａ 杉本孝正 議員

村
長

村
長

一 般 質 問
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転入者のごみ処理について
基本地区ゴミステーションを利用

Ｑ
Ａ菅谷政文  議員

一 般 質 問

菅
谷

　
近
年
新
た
に
転
入
さ

れ
た
方
の
一
般
ゴ
ミ
の

処
理
に
つ
い
て
、
各
地

区
の
自
治
会
へ
村
と
し

て
の
呼
び
か
け
、
橋
渡

し
は

　

転
入
手
続
き
の
際
に
ゴ

ミ
の
出
し
方
の

説
明
を
行
っ
て

い
る
。
地
区
自

治
会
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の

利
用
を
案
内
し
、

自
治
会
長
に「
新

た
に
利
用
の
希

望
者
が
い
る
」

旨
の
連
絡
を
し

て
い
る
。

　
当
該
地
区
へ

の
専
用
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
新

規
の
設
置
、
回

収
等
の
考
え
は

　

現
在
も
10
戸
以
上
の
利
用

者
が
集
ま
っ
た
個
所
に
は

10
万
円
を
上
限
に
設
置
補
助

金
を
出
し
て
い
る
。

　
鳥
獣
対
策
支
援
費
を

現
行
の
限
度
10
万
円
の

半
額
か
ら
大
幅
に
拡
大

す
る
考
え
は

化
は

　

現
在
４
月
以
降
の
無
料
化

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
方
か
ら
湯
量

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
も
聞
き
ま
す
。

管
の
清
掃
や
ポ
ン
プ
の
交

換
等
の
費
用
は

　

老
朽
化
し
た
も
の
を
順

次
更
新
し
て
い
ま
す
。
清

掃
に
か
か
る
費
用
で
す
が
、

清
掃
よ
り
も
交
換
の
ほ
う

が
現
実
的
で
あ
り
、
ポ
ン

プ
の
交
換
込
み
で
最
低
で

１
千
２
０
０
万
円
ぐ
ら
い

で
す
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ｑ

ＱＱ

　

柵
な
ど
に
対
す
る
補
助
率

は
現
在
材
料
費
の
50
％
で
す

が
、
農
家
が
市
場
や
道
の
駅

に
出
荷
で
き
な
い
状
態
で
被

害
金
額
が
高
額
に
な
り
経
営

が
困
窮
す
る
な
ど
の
事
案
が

発
生
し
、
引
き
上
げ
に
対
す

る
気
運
が
高
ま
れ
ば
議
論
し

て
い
く
。

　
鳥
獣
ネ
ッ
ト
設
置
の
工

事
費
に
対
す
る
補
助
金
の

考
え
は

　

農
業
の
予
算
か
ら
の
助
成

制
度
で
す
の
で
、
家
庭
菜
園

に
対
し
て
の
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
設
置
に
関
す
る
経

費
は
正
確
な
額
が
算
定
で
き

な
い
の
で
対
象
に
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
道
志
の
湯
無
料
化
に
つ

い
て
、
4
月
以
降
の
無
料

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

設置されているゴミステーション
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● 議会ペーパーレス化検討会 令和元年 12 月 18 日

　本議会では、議員、議会活動の円滑化、事
務の効率化を進める為、当初より議会改革の一
環の中でペーパーレス化に向けての話し合い、
先進地の視察研修を行い、昨年 6 月定例会後
ペーパーレス化検討会（仮称）を立ち上げ、検

討を重ねスマートフォンやタブレット端末を使用
し連絡調整、スケジュール管理、災害時の被害
状況の情報共有など行っている。次期の課題と
して、ペーパーレスの完全実施に向けて、協議
検討を深めていく。

● 道志中３年生による 15 歳の提言 令和元年 12 月 18 日

　道志中学校多目的ホールにて中学 3 年生に
よる村への提言に出席、今回は 3 班に分かれ

「魅力ある村作り」、「道志の人材活用」、「道志
村の魅力発信」と中学生目線による各プロジェ

クト内容や具体的な事業説明会についての発
表がありました。発表後は各議員もそれぞれ
の班に入り、村の現状や提言内容に対してお
互いに質疑応答や意見交換を行った。

● 全員協議会 令和 2 年 1 月 24 日

道志村役場庁舎整備検討委員会検討報告
①役場来庁者にとって、ワンストップ窓口に

対応できず、行政効率の低下を招いている。
②国道を挟んだ駐車場環境のため利便性が悪

い。
③建物、設備の経年劣化が目立ち、建物自体

の耐用年数が過ぎているため、今後、更な
る維持経費の増大が見込まれている。

④更なる行政需要の拡大に対応するには、現

役場庁舎では限界である。
⑤相談などのプライバシーの保護や庁舎内外

に段差があり執務空間が狭くバリアフリー
への対応が不足している。

⑥役場庁舎（防災拠点）として、必要な耐震性
能を満たしていない。

　これらの課題について解決していくには、
新庁舎の建設が必要であるとの説明を受け、
検討、協議した。

議 会 活 動 報 告

● 建設厚生常任委員会 令和 2 年 2 月 17 日   

　役場にて建設厚生常任委員会を招集し、委
員全員、議長、本年度提出した提言４項目に
ついて説明を受けた。
①やまゆりセンター裏沢土石流箇所早期解消
②道坂川の土砂災害防止について

③三ケ瀬、狭あい道路箇所の改善について
④高齢者の村外の病院等への送迎について
　回答書並びに説明を受け、委員全員で共有
し、引き続きご努力いただくようお願いした。
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平成 31 年 3 月〜令和元年 5 月

● 令和２年度山梨県東部広域連合予算（構成市村負担金） 令和 2 年 2 月 17 日

Ⅲ．連合などの組織によらず、広域的に事務の共同処理を行う方法とその枠組みについて検討し
ていくことが確認された。

● 総務文教常任委員会 令和 2 年 2 月 21 日

　令和元年度の政策提言書を同年 12 月 3 日、
村当局へ提出し、各提言事項について次のよ
う回答が有りました。
１、小中学校グランドの水はけ改良整備を行う。
回答　同施設は小中学校での利用の他多くの
役割を持つ施設であること、同施設の水はけ
が悪いことは承知している。改修には補助金
が見込めない状況であるが、財政や、改良工
事の時期、方法を検討する。
２、池の原橋改良工事、その周辺の道路整備
を行う。
回答　池之原橋は昭和 49 年以来、45 年が経
過し耐震化や幅員不足などの問題から架け替え
の必要がある。また、周辺の道路整備について
は用地確保費用を見極めて事業化を進める。
３、防災訓練の内容を見直し、村民に防災意
識を高めてもらう。

回答　防災訓練への参加者の増加対策は、自
冶会長の会議を開催し趣旨の徹底を図ってい
る。その他広報紙、チラシ配布と消防団員、
民生児童委員、災害対策本部委員の研修会等
で周知を図っているが、訓練内容の見直しを
検討する。
回答 2　避難所生活に必要な物品のセットを
来年度配布予定です。
回答 3　避難マニュアルを作成し配布予定です。
４、小学校独自の専任英語教員を任用配置する。
回答　道志小学校においては、忍野小学校に
配置されている英語専科の教員が兼務で担任
と中学校へ配置しているＡＬＴと外国語活動、
外国語科教育を行っている。生きた英語教育
が実施できるよう専任英語教員の配置を県に
要望している。

議 会 活 動 報 告

Ⅱ．構成市村負担金

区分 令和２年度（A） 令和元年度（B） （B）―（A）
歳入歳出金額 86,292 92,358 △ 6,066

Ⅰ．歳入歳出予算状況 （単位：千円）

（単位：千円）
広域行政計画負担金 介護認定審査会負担金 障害区分認定負担金 情報公開個人情報審査会 公平委員会団体負担金 合計

都留市 16,076 10,982 139 478 76 27,751
大月市 13,466 11,766 21 572 52 25,877
上野原市 12,712 10,678 19 514 49 23,972
道志村 1,975 1,609 6 93 7 3,690
小菅村 1,364 1,228 5 47 6 2,650
丹波山村 1,201 1,086 4 50 6 2,347
広域事務組合 0 0 0 0 2 2

46,794 37,349 194 1,754 198 86,289
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質
問

答
弁

議会の考え

平
成
29
年
9
月
定
例
会

質
問
国
道
４
１
３
号
線
村
内
の
交
通
事
故
防
止
対
策
は
。

・
村
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
毎
年
30
～
40
件
発

生
し
て
い
る
が
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
為
に
も
強

力
な
安
全
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
道
路
の
改
良
工
事
も
必
要
で
は
な
い
か
。

・
看
板
・
標
識
・
回
転
灯
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
近
年
特
に
バ
イ
ク
と
自
転
車
の
交
通
量
が
増
加
し

て
お
り
︑
バ
イ
ク
事
故
は
年
間
30
件
以
上
発
生
し

て
い
る
︒

・
村
と
し
て
は
︑︵
山
梨
県
警
︑神
奈
川
県
警
︑安
協
︶

と
相
談
︑
協
議
を
進
め
︑
街
頭
指
導
︑
啓
発
活
動
︑

陸
︑
空
か
ら
の
連
携
取
締
り
を
実
施
し
て
い
る
︒

・
小
中
学
校
か
ら
募
集
し
た
交
通
安
全
標
語
の
看

板
設
置
を
行
い
︑
横
断
幕
等
︑
安
協
の
事
故
防
止

運
動
へ
の
支
援
は
続
け
て
い
く
︒

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
役
場
庁
舎
の
今
後

の
計
画
は
。

・
現
在
の
庁
舎
は
昭
和
41
年
に
建
設
さ
れ
︑
48
年

が
経
過
し
て
お
り
︑
途
中
で
2
度
の
増
設
工
事
を

行
っ
て
い
る
︒

・
平
成
24
年
11
月
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
た

結
果
︑
想
定
す
る
震
度
に
対
し
強
度
が
不
足
し
て

い
る
た
め
補
強
が
必
要
と
判
断
さ
れ
て
い
る
︒

・
役
場
庁
舎
は
防
災
拠
点
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
建
て
替
え
も
視
野
に
入
れ
︑
資
金
計
画
等
︑

諸
課
題
に
つ
い
て
︑
村
民
︑
議
会
︑
行
政
が
一
体
と

な
り
検
討
す
る
︒

その結果今は

大月交通安全協会道志支部、大月警察署、津久井警察署、
神奈川バイクボランティア等の協力のもと村内で年４回
の街頭指導、大月警察署の交通取り締まりを年間 25 回
実施。また、交通事故多発地点の調査及び検討会を実施
し、ポストコーンや注意看板等の整備を実施。その他村
内の危険地へカーブミラーの設置を行い交通安全対策を
講じた。その結果、令和元年は年間の事故件数が 10 件
未満まで減少した。

平成 29 年度策定、道志村総合計画、道志村公共施設等
管理計画に基づき道志村役場庁舎整備検討委員会を令和
2 年 3 月 12 日設置し諮問の結果、新庁舎の建設が必要
であるとの報告を受けている。今後は新庁舎建設委員会
を設置し、長期視野に立ち、経済的、親しみやすい、便
利、安全な環境に配慮した庁舎の建設に向けて協議をし
ていく。

行政と議会、住民が連携して基本
計画に添った新庁舎建設を進めて
いただきたい。

継続的な、関係者が一体的に連携した交通

安全運動と対策によって交通事故の減少が

図られている。今後とも行政、住民が一体と

なった交通安全運動をお願いします。

交通指導のようす
現役場庁舎

あの一般質問は今…
平
成
26
年
12
月
定
例
会
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紹 

介
しょうかい

　

昨
年
12
月
に
改
選
さ
れ
た
、

村
内
15
名
の
民
生
・
児
童
委

員
協
議
会
（
民
児
協
）
よ
り
ご

挨
拶
し
ま
す
。
ま
ず
制
度
を

知
っ
て
も
ら
う
事
か
ら
で
す
。

　

堅
い
話
に
な
り
ま
す
が
始

ま
り
は
大
正
６
年
か
ら
で
、

百
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は

◎
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
っ
て

委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

あ
る
こ
と　

◎
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談

相
手
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
あ
る
こ
と

◎
守
秘
義
務
を
有
し
て
お
り
、

安
心
し
て
相
談
の
で
き
る
相

手
で
あ
る
こ
と
、
と
定
義
づ
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

役
割
と
し
て
地
域
の
福
祉

課
題
に
関
心
を
持
つ
と
あ
り
、

平
た
く
言
え
ば
、

◎
誰
も
孤
立
し
な
い
地
域
を

つ
く
ろ
う

◎
高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
を
つ

く
ろ
う

◎
ま
ち
全
体
で
子
供
た
ち
を

見
守
り
、
育
て
よ
う
、

と
い
う
活
動
が
期
待
さ
れ
ま

す
。「
福
祉
課
題
」
と
か
「
福

祉
需
要
」
と
か
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
要

は
誰
に
何
を
、
ど
う
や
っ
て
伝

え
る
か
。
そ
し
て
役
場
や
社

会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、

幅
広
い
関
係
者
と
連
携
、
協

働
を
と
り
、
多
く
の
人
が
か
か

わ
り
、
地
域
の
人
に
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り

組
む
事
、
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
あ

り
ま
す
。

●
山
梨
県
民
児
協

　

今
回
の
改
選
で
県
内
全
体

で
は
委
員
数
２
，
５
３
１
人

を
数
え
、
そ
の
３
分
の
２
が

新
任
委
員
の
割
合
で
す
。
日

本
全
国
で
は
23
万
人
の
大
組

織
、
う
ち
３
分
の
１
が
新
任

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
我
が
村

は
と
い
う
と
伝
統
的
に
百
％

新
任
で
す
。
県
の
総
会
に
出

る
と
単
位
会
長
は
１
２
１
名

い
て
、
理
事
会
を
33
名
で
構

成
し
、
今
年
度
、
郡
内
地
域

の
都
留
ブ
ロ
ッ
ク
８
人
衆
の
一

民生委員会のみなさん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

山   

口
　
光   

美

人
と
し
て
当
番
監
事
に
当
た
っ

た
。
理
事
会
は
10
期
も
務
め

る
よ
う
な
人
格
者
ば
か
り
で
、

新
人
で
は
肩
身
が
狭
く
気
圧

さ
れ
る
。
予
算
書
を
見
れ
ば
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
だ
、
全
国
大
会

だ
の
旅
費
が
複
数
人
分
計
上

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
任
期
が

３
年
と
あ
り
、
当
分
は
甲
府

通
い
が
続
き
そ
う
だ
。

会
長

地
域
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
の

民
生
委
員
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編
集
後
記

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　 

菅
谷
　
政
文

　
副
委
員
長
　 

佐
藤
　
長
久

　
委

員
　 

杉
本
　
孝
正

　
委

員
　 

佐
藤
　
　
進

　

道
志
中
学
校
に
赴
任
し
、
一

年
が
経
ち
ま
し
た
。
テ
ー
マ
の

「
が
ん
ば
る
人
」
を
、
私
な
り

に
考
え
る
と
、
真
っ
先
に
本

校
の
生
徒
並
び
に
、
先
生
方

の
顔
が
浮
か
び
ま
し
た
。

　

本
校
の
生
徒
は
、
と
て
も

真
面
目
で
、
何
事
に
も
一
生

懸
命
取
り
組
む
す
ば
ら
し
い

生
徒
で
す
。
私
は
、
常
々
生

徒
た
ち
を
誇
り
に
感
じ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　

　

ま
た
、
そ
の
生
徒
を
指
導

す
る
先
生
方
も
、
す
ば
ら
し

い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

豊
か
で
、
互
い
の
長
所
を
生

か
し
な
が
ら
、
日
々
の
指
導

に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
く

れ
て
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の

で
、
本
校
の
取
組
の
一
つ
を

紹
介
し
ま
す
。

　

本
校
は
、
道
志
小
学
校
と
も

連
携
し
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と

を
目
標
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
道

志
」
に
つ
い
て
の
学
習
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　

一
年
生
で
は
、
森
の
コ
テ
ー

ジ
に
宿
泊
し
、
村
内
の
名
所

や
旧
跡
な
ど
の
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
や
し
ゃ
ー

飯
」
や
「
お
き
ゅ
う
だ
い
」

な
ど
の
地
域
の
文
化
や
芸
能

の
学
習
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

二
年
生
で
は
、
宿
泊
で
横

浜
訪
問
を
行
い
、
水
を
通
し

た
横
浜
市
と
の
交
流
に
つ
い

て
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
場
体
験
を
通
し
て
、

地
域
の
産
業
の
学
習
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

三
年
生
で
は
、「
村
へ
の
提

言
」
を
行
い
、
三
年
間
学
習

し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
、

今
後
道
志
村
を
よ
り
一
層
発

展
さ
せ
る
た
め
の
考
え
を
村

に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
東
富
士
七

里
太
鼓
の
活
動
や
村
民
体
育

祭
へ
の
参
加
、
楽
っ
と
ど
う

し
へ
の
協
力
な
ど
、
地
域
の

活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
は
、
本
村
の
か
け

が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る
。」

の
村
の
基
本
方
針
に
し
た
が

い
、
今
年
度
も
本
校
生
徒
の
た

め
に
、
全
力
で
教
育
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

さ
ら
な
る
、
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

い
つ
に
な
く
暖
か
な
春
を
迎

え
、
私
た
ち
も
、
３
月
定
例
会

を
終
え
任
期
最
後
の
議
会
だ
よ

り
制
作
に
あ
た
り
、
31
号
当
初

は
先
輩
議
員
に
指
導
を
お
願
い

し
未
経
験
者
４
名
で
手
探
り
状

態
始
め
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

今
で
は
４
年
間
16
回
の
経
験

と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
、
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
き

ま
し
た
が
、
46
号
で
私
た
ち
の

議
会
だ
よ
り
編
集
は
終
わ
り
つ

ぎ
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。

　

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
で
道
志
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の

に
は
、
絶
好
の
機
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に

道
志
村
の
益
々
の
発
展
を
ご
祈

念
し
、
編
集
後
記
と
し
ま
す
。

 

（
佐
藤
進
）

七里太鼓の演奏活動

がんばる人紹介
「ふるさと道志」の学習

道志中学校

校長　跡部   洋二さん


